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美
術
と
し
て
の
小ノ
ベ
ル説
の
成
立

　
　
―
『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
人
情
」
を
手
が
か
り
に
―

清
水
　
徹

　
　
　

は
じ
め
に

　
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
二
号
（M

.16.12.31

）（
以
下
、
明
治
年
月
日

を
上
記
の
よ
う
に
略
す
）
の
「
仏
人
モ
ン
テ
ギ
ユ
氏
美
術
略
論
」（
平
山

成
信
訳
）
冒
頭
に
お
い
て
平
山
成
信
は
、「
美
術
の
名
は
近
時
新
た
に
泰

西
よ
り
伝
へ
た
る
も
の
に
し
て
…
…
美
術
の
性
質
区
域
等
に
至
り
て
は
諸

家
の
説
固
よ
り
一
定
す
る
所
あ
ら
さ
（
マ
マ
）れ
は
其
取
捨
は
固
よ
り
各
自
の
考

定
に
任
す
」
と
記
し
、「
美
術
」
概
念
が
諸
家
に
よ
っ
て
一
定
せ
ず
、
各

自
が
取
捨
選
択
し
て
美
術
の
定
義
を
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
平

山
訳
に
よ
る
「
モ
ン
テ
ギ
ユ
」
の
「
美
術
」
論
で
は
、
美
術
の
範
囲
を
「
我

輩
は
美
術
の
称
を
建
築
彫
刻
絵
画
及
ひ
（
マ
マ
）音
楽
の
四
者
に
止
め
ん
と
欲
す

る
な
り
」
と
し
、
踏
舞
と
詩
は
美
術
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
論
説
以
前
に
、
龍
池
会
会
頭
佐
野
常
民
の
美
術
論
（M

.13.1.11.

の
龍
池
会
発
会
時
演
説
）
で
は
、
ロ
ー
ル
ド
＝
ベ
ー
コ
ン
や
ベ
イ
ン
の
説

に
依
拠
し
、「
建
築
」「
彫
刻
」「
図
画
」
を
「
製
形
上
ノ
美
術
」、「
音
楽
」

「
詩
歌
」
を
「
発
音
上
ノ
美
術
」
と
し
、「
我
輩
ハ
新
ニ
書
ヲ
以
テ
製
形
上

ノ
美
術
ニ
加
ヘ
以
テ
本
邦
美
術
ノ
区
域
ヲ
定
ム
」
と
し
て
「
書
」
を
加
え

て
い
る
（
以
上
、『
工
芸
叢
談
』
第
一
巻
、M

.13.6.30. 

所
収
）。
ま
た
、

新
井
由
三
郎
は
「
美
術
新
論
」（『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
十
五
号
、
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M
.18.1.31.

）
に
、「
高
等
ノ
美
術
ハ
…
…
必
ラ
ズ
二
個
以
上
ノ
衆
美
ヲ
兼

備
セ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
…
…
例
ヘ
バ
絵
画
、
彫
刻
、
踏
舞
、
音
楽
ハ
各

ノ
旨
趣
ノ
美
ヲ
モ
兼
備
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
詩
歌
ハ
音
響
ノ
美
ヲ
モ
兼
備
セ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ガ
如
キ
是
ナ
リ
…
…
稗
史
小
説
ハ
旨
趣
ノ
美
ア
レ
ト
モ

雙
美
ナ
キ
ニ
ア
ル
ノ
ミ
」
と
記
し
、
美
術
の
範
囲
を
絵
画
、
彫
刻
、
踏
舞
、

音
楽
、
詩
歌
と
し
、
稗
史
小
説
を
除
外
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
日
本
人
に
認
識
さ
れ
て
い
た
美
術
の
範
囲
は
、
外

国
人
に
よ
る
美
術
範
囲
を
踏
襲
し
て
い
た
た
め
、
小
説
は
美
術
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
に
美

術
範
囲
に
小
説
ま
で
含
め
た
言
説
が
顕
著
に
な
る
（
傍
線
は
筆
者
）。

　
ａ
、�

夫
れ
小
説
ハ
美
術
な
り
文
学
上
最
高
の
地
位
を
占
め
て
よ
く
哲
学

者
が
分
解
し
能
は
ざ
る
の
人
情
を
写
す
（
白
雪
山
人
「
小
説
の
厄

運
」『
読
売
新
聞
』M

.20.1.19.

）

　

ｂ
、�

美
術
な
る
者
の
範
囲
ハ
広
し
肖
像
彫
刻
、
絵
画
、
建
築
、
詩
、
劇

文
、
小
説
、
音
楽
、
演
劇
術
等
ハ
其
重
な
る
者
な
り
（
杉
崎
歸
四

之
助
「
緒
言
」『
美
術
園
』
第
壹
号
、M

.22.2.5.

）

　
ｃ
、�

美
術
と
は
何
ぞ
や
宇
宙
万
有
の
形
象
若
し
く
ハ
関
係
に
就
て
感
応

的
に
発
生
す
る
所
の
も
の
な
り
…
…
是
れ
固
よ
り
歌
と
詩
と
に
ハ

限
ら
ず
総
べ
て
美
術
ハ
同
様
に
し
て
名
人
の
肖
像
を
彫
刻
し
絵
画

を
筆
し
小
説
を
造
る
の
類
そ
の
物
の
外
に
ハ
何
等
の
目
的
も
非
ず

是
を
以
て
能
く
至
妙
極
美
な
る
を
得
る
な
り
（
高
橋
愛
山
「
美
術

の
説
」『
美
術
園
』
第
壹
号
）

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
も『
美
術
真
説
』（M

.15.11. 

刊
、大
森
惟
中
訳
）で
は「
今

文
明
諸
国
ニ
於
テ
自
然
ニ
発
達
セ
ル
美
術
ノ
種
類
ヲ
縷
挙
セ
ン
ニ
音
楽
、

詩
歌
、
書
画
、
彫
刻
、
舞
蹈
等
ト
ナ
ス
」
と
主
張
し
て
い
た
が
、
明
治

二
十
三
年
二
月
二
十
五
日
の
「
美
術
ニ
非
サ
ル
モ
ノ
」（『
國
華
』
第
五
号
）

に
「
近
世
欧
洲
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
美
妙
ノ
絵
画
ニ
シ
テ
直
接
ニ
倫
理
的
ノ
志

向
若
ク
ハ
結
果
ヲ
示
ス
モ
ノ
殆
ン
ト
鮮
シ
近
代
ノ
詩
歌
及
ヒ
小
説
ニ
モ
亦

同
様
ナ
ル
傾
向
ヲ
認
ム
」
と
記
し
、
倫
理
的
志
向
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
な
い

美
術
領
域
と
し
て
絵
画
や
詩
歌
と
並
列
さ
せ
小
説
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、明
治
二
十
年
代
に
小
説
が
美
術
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、

や
は
り
坪
内
逍
遙
が
『
小
説
神
髓
』（M

.18.9.

―19.4. 

松
月
堂
）
に
お
い

て
、
小
説
は
美
術
で
あ
る
と
の
説
を
唱
え
て
か
ら
で
あ
ろ
う（

（
（

。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
小
説
が
美
術
領
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
で

き
た
理
由
を
、『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
人
情
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、

さ
ら
に
詩
歌
や
演
劇
（
戯
曲
も
含
む
）
の
「
人
情
」
と
比
較
し
な
が
ら
検

討
し
て
み
た
い
。
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一
、『
小
説
神
髓
』
の
「
人
情
」
に
関
す
る
先
行
論
の
諸
相

　
『
小
説
神
髓
』
の
「
人
情
」
に
お
け
る
先
行
論
に
つ
い
て
は
、
典
拠
型

と
し
て
四
説
（
Ａ
―
Ｄ
）、
内
容
把
握
型
と
し
て
五
説
（
Ｅ
―
Ｈ
）
が
存

在
す
る
。

（
Ａ
）
本
居
宣
長
の
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
を
典
拠
に
す
る
立
場

　

本
間
久
雄
『
明
治
文
学
史　

上
巻
』（
日
本
文
学
全
史
巻
十
、
東
京
堂
、

1935.

）
に
は
、「「
物
の
あ
は
れ
」
を
描
く
と
い
ふ
の
は
、
…
…
描
か
れ

た
そ
の
人
情
の
秘
奧
を
味
ひ
知
る
こ
と
…
…
『
玉
の
小
櫛
』
は
『
小
説
神

髓
』
の
成
立
過
程
に
は
、
相
当
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
所
説
は
久
松
潜
一
が
、「
両
者
が
人
情
を
重
ん

じ
た
事
は
一
致
し
て
居
る
が
、
宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
に
は
心
理
の

模
写
と
い
ふ
点
は
多
く
述
べ
ら
れ
な
い
。む
し
ろ
真
を
美
化
す
る
所
に「
も

の
の
あ
は
れ
」
が
存
在
す
る
と
考
へ
て
居
つ
た
点
か
ら
見
て
、
逍
遙
氏
の

立
場
は
相
違
す
る
所
が
あ
る
」（「
坪
内
逍
遙
の
文
学
論
」『
國
語
と
國
文

學
』1932.4.

）
と
論
じ
、
す
で
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｂ
）
江
戸
文
学
の
人
情
本
の
「
人
情
」
を
典
拠
に
す
る
立
場

　

そ
の
久
松
潜
一
は
「
坪
内
逍
遙
の
文
学
論
」
に
、「
逍
遙
氏
の
人
情
は

宣
長
の
立
場
か
ら
よ
り
も
、
更
に
近
世
小
説
に
見
ら
れ
る
人
情
本
に
多
く

立
論
の
材
料
を
得
て
居
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
逍
遙
は
『
新磨
妹
と
背

か
ゞ
み
』（M

.19.1.

―9. 

會
心
書
屋
）に
、「
為
永
ハ
肉
体
の
快
楽
を
以
て
。

人
情
の
髓
と
心
得
。
…
…
彼
の
卑
猥
な
る
獣
情
を
描
き
て
。
以
て
愛
情
を

写
し
た
り
と
な
す
ハ
。
盖
し
誤
れ
る
の
大
な
る
も
の
な
り
。」（
第
六
回
）

と
記
し
、
人
情
本
の
人
情
を
否
定
し
て
い
る
。

（
Ｃ
）『
三
体
詩
』
を
典
拠
に
す
る
立
場

　

十
川
信
介
は
「
近
代
文
学
の
理
念
」（『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
十
一

巻
』
岩
波
書
店
、1996.

）
に
、
中
村
幸
彦
「
文
学
は
〈
人
情
を
道
ふ
〉

の
説
」（『
国
語
国
文
』1951.2.

）
に
基
づ
き
、「
人
情
を
描
く
と
は
、

…
…
虚
の
世
界
を
写
し
出
す
こ
と
…
…
逍
遙
が
こ
の
よ
う
な
概
念
を
受
け

つ
い
で
い
る
こ
と
は
、『
小
説
神
髄
』
の
「
現
実
派
」（
実
）
と
「
理
想
派
」

（
虚
）
の
区
別
…
…
「
梅
花
詩
集
を
読
み
て
」
の
「
…
…
甲
は
虚
の
世
界

に
し
て
理
想
な
り
、
乙
は
実
の
世
界
に
し
て
自
然
な
り
」
な
ど
の
記
述
に

よ
っ
て
確
実
で
あ
る
。」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
十
川
氏
は
、『
三
体
詩
』

編
者
の
周
弼
が
「
皆
な
景
物
に
し
て
実
」「
皆
な
情
思
に
し
て
虚
」
と
述

べ
た
所
説
に
典
拠
を
求
め
た
。
し
か
し
周
弼
は
、「
可
視
的
な
も
の
」
を

「
実
」、「
不
可
視
的
な
も
の
」
を
「
虚
」
と
し
た
だ
け
で
あ
り
、
中
村
も
「
景

を
叙
し
て
も
情
の
叙
述
を
伴
わ
な
け
れ
ば
不
可
と
し
た
論
」「
景
の
み
で

は
十
分
に
、
実
情
を
示
し
得
ぬ
故
に
、
情
を
写
実
以
上
に
表
現
す
る
を
芸

に
あ
っ
て
は
許
す
べ
し
と
の
論
」と
指
摘
し
、逍
遙
に
お
け
る
現
実
派（
実
）
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理
想
派
（
虚
）
の
区
別
と
は
異
な
る
。

（
Ｄ
）
荻
生
徂
徠
の
「
人
情
」
を
典
拠
に
す
る
立
場

　

亀
井
秀
雄
は
『「
小
説
」
論
『
小
説
神
髄
』
と
近
代
』（
岩
波
書
店
、

1999.

）（
以
下
、
亀
井
論
文
、
と
略
す
）
に
、
逍
遙
の
「
七
情
」
は
徂
徠

の
『
弁
名
』（
享
保
二
年
）
の
理
論
に
近
い
と
述
べ
、「
徂
徠
に
よ
れ
ば
、

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
に
発
す
る
欲
が
あ
り
、
…
…
七
情
の
根
源
的
な
位

置
に
「
欲
」
を
置
い
た
。
…
…
「
情
」
は
「
心
」
の
作
用
を
受
け
ず
、「
そ

の
内
実
を
匿
さ
」
ず
に
現
わ
す
。
宣
長
も
そ
れ
と
近
い
こ
と
を
言
っ
て
い

た
。」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
徂
徠
は
『
弁
名
』
で
「
仁
斎
先
生
に

至
つ
て
後
に
始
め
て
明
ら
か
な
り
」（
性
情
才
、
第
五
則
）
と
述
べ
、
彼

の
「
情
」
概
念
は
仁
斎
の
所
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
仁
斎
は

『
語
孟
字
義
』（
宝
永
二
年
）
に
、「
情
と
は
性
の
欲
な
り
。
動
く
所
有
る

を
以
て
言
ふ
」（
情
、
第
一
条
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
欲
」
と
は
働

き
と
い
う
意
味
で
あ
る
た
め
、
逍
遙
が
定
義
す
る
「
煩
悩
」
ま
で
含
め
た

「
人
情
」
と
は
意
味
が
異
な
り
、
逍
遙
の
「
人
情
」
を
徂
徠
の
言
説
に
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
Ｅ
）
人
情
は
心
理
的
動
き
を
も
含
む
人
間
の
も
つ
あ
ら
ゆ
る
感
情
と
考

え
る
立
場

　

本
間
久
雄
は
「
坪
内
逍
遙
―
業
蹟
点
描
―
」（『
日
本
文
学
講
座
』
第
十

巻
、
岩
波
書
店
、1932.

）
に
、「『
小
説
神
髓
』
の
著
者
は
、
か
う
い
ふ

立
場
（
宣
長
の
文
学
解
放
論
―
筆
者
注
）
か
ら
、
小
説
家
は
こ
の
「
人
情
」

を
充
分
に
描
写
す
る
た
め
に
、
須
ら
く
心
理
学
者
の
や
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」、『
明
治
文
学
史　

上
巻
』
に
「
人
情
の
奥
秘
を
描
写
す
る
と
い

ふ
こ
と
が
第
一
の
眼
目
」
と
記
し
て
い
る
。
同
様
に
、
土
方
定
一
「
明
治

の
文
芸
評
論
」（『
日
本
文
学
講
座 

12
明
治
大
正
篇
』改
造
社
、1934.

）に
、

「「
人
間
は
情
欲
の
動
物
」
で
あ
る
か
ら
、
…
…
封
建
的
道
徳
感
か
ら
解
放

さ
れ
、
新
し
く
「
心
理
学
の
道
理
に
基
づ
」
い
た
人
間
を
描
く
」、
柳
田

泉
「
坪
内
逍
遙
―
「
小
説
神
髄
」
を
中
心
と
し
て
」（『
読
書
展
望
』
第
三

巻
第
一
号
、1948.1.

）
に
、「
逍
遙
の
い
ふ
人
情
と
は
、
…
…
普
通
の
人

間
の
も
つ
あ
ら
ゆ
る
感
情
、
む
し
ろ
も
つ
と
ひ
ろ
く
心
理
的
動
き
を
さ

す
」、
三
好
行
雄
「
写
実
主
義
の
展
開
―
自
然
主
義
以
前
」（『
岩
波
講
座

日
本
文
学
史
12
近
代
Ⅱ
』1958.

）
に
、「
い
う
と
こ
ろ
の
〈
人
情
〉
を
〈
心

理
〉
に
、
…
…
お
き
か
え
て
理
解
す
れ
ば
、
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
柳
田
泉
は
、「
坪
内
逍
遙
先
生
の
文
学
革
新
の
意
義
を
概
論
す
」（『
若

き
坪
内
逍
遙
』
春
秋
社
、1960.

）
に
、「
こ
の
人
情
は
若
い
男
女
の
情
的

交
渉
を
も
ふ
く
む
…
…
こ
こ
で
は
ひ
ろ
く
人
間
生
活
の
現
実
の
動
き
を
指

す
。
も
ち
ろ
ん
主
と
し
て
意
味
す
る
の
は
心
的
内
的
な
動
き
で
あ
る
が
、

内
的
の
現
わ
れ
と
し
て
外
的
な
現
実
に
も
及
ぶ
…
…
人
情
は
、
現
実
の
人

間
経
験
の
動
き
の
美
的
な
も
の
を
さ
す
」、稲
垣
達
郎
は「
坪
内
逍
遙（
一
）」

（『
人
と
作
品 

現
代
文
学
講
座
』
明
治
編
Ⅰ
、1961. 

明
治
書
院
）
に
、「
人
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説の成立

情
と
い
う
言
葉
が
…
…
様
々
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ
れ
」、「
焦
点
の
揺
れ
」

「
未
精
錬
の
弱
さ
」
に
も
通
じ
て
い
た
と
揺
れ
動
く
「
人
情
」
を
示
唆
し

つ
つ
、「
感
情
へ
い
く
ら
か
傾
斜
さ
せ
た
人
間
心
理
」と
結
論
づ
け
て
い
る
。

ま
た
前
田
愛
も
、「『
小
説
神
髄
』
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
な
に
か
」（『
国
文

学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』1978.9. 

学
燈
社
）
に
お
い
て
、「「
見
え
が
た
」

き
「
人
情
」
を
視
覚
化
す
る
原
理
は
心
理
学
の
知
見
に
求
め
ら
れ
る
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
。

（
Ｆ
）「
人
情
」
は
「
情
欲
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
）」・
男
女
の
恋
愛
・
動
物
的
本

能
と
す
る
立
場

　

越
智
治
雄
は「
小
説
神
髄
」の
母
胎
」（『
國
語
と
國
文
學
』1956.2.

）に
、

「『
小
説
神
髄
』
の
「
情
欲
」
と
い
う
用
語
に
、
道
義
的
な
人
間
観
を
見
る

の
も
強
弁
に
過
ぎ
」
と
記
し
、
そ
の
注
３
に
「
十
八
年
八
月
『
自
由
燈
』

に
発
表
さ
れ
た
「
小
説
の
主
眼
」
に
は
、「
情
欲
」
に
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
ル
ビ
…
…
（『
当
世
書
生
気
質
』
第
五
回
に
は
「
セ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
ル
ビ
）」
と
指
摘
し
て
い
る
。
和
田
繁
二
郎
は
「『
小
説
神
髄
』
試
論
」

（『
立
命
館
文
学
』1957.12.

）
に
、「「
人
情
」
を
…
…
本
能
な
い
し
は
本

能
の
発
動
と
認
め
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
人
間
の
実
態
の
発
見
、
真
実

の
確
認
と
い
う
意
味
で
注
目
す
べ
き
こ
と
」
と
し
、
平
岡
敏
夫
は
『
日
本

近
代
文
学
の
出
発
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、1973.

）
に
、「「
人
情
」
の
も
っ

と
も
切
な
る
も
の
と
し
て
「
男
女
の
恋
情
」
を
逍
遙
が
意
識
し
て
い
た
」

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
村
完
は
「
逍
遙
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
Ⅰ
―
「
逆

心
」
の
構
造
」（『
日
本
文
学
』1981.4.

）
に
、「「
小
説
神
髄
」
に
示
し
た

「
人
情
」
観
は
、
…
…
自
己
拘
束
型
の
心
理
的
遺
制
か
ら
「
人
情
」
の
原

形
を
と
り
も
ど
し
、
解
放
す
る
こ
と
を
目
的
…
…
「
人
情
」
が
そ
の
根
源

に
、
と
き
に
は
自
分
に
も
自
由
に
な
ら
ぬ
も
の
と
な
り
、
誰
に
も
動
か
し

が
た
い
も
の
と
な
る
「
情
欲
」
を
均
等
に
も
つ
」
と
説
明
し
て
い
る
。
近

年
で
は
宇
佐
美
毅
が
「“Rienzi”

と
『
慨
世
士
伝
』」（『
小
説
表
現
と
し
て

の
近
代
』
お
う
ふ
う
、2004.

）
に
、「
逍
遙
の
主
張
す
る
…
…
「
人
情
」
が
、

主
と
し
て
男
女
の
恋
愛
で
あ
り
、
中
で
も
特
に
規
範
と
恋
愛
感
情
と
の
葛

藤
の
問
題
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
Ｇ
）「
道
理
力
」
と
い
う
道
徳
的
価
値
判
断
と
の
対
比
で
「
人
情
」
を
主

張
す
る
立
場

　

長
嶺
宏
は
「
評
論
に
現
は
れ
た
る
逍
遙
―
初
期
文
学
評
論
の
発
展
を
中

心
と
し
て
―
」（『
評
論
』1935.5.

）
に
、「
人
情
は
旧
来
の
道
徳
的
立
場

か
ら
眺
め
ら
れ
た
一
般
的
情
欲
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
ず
、
近
代
文
学
に

お
け
る
人
間
の
感
情
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。」、「
坪
内
逍
遙
の
文
学
論
―

「
小
説
神
髓
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
國
語
と
國
文
學
』1942.11.

）
に
、

「
人
情
を
、
道
徳
的
軌
範
か
ら
一
般
的
情
欲
＝
劣
情
と
し
か
認
め
よ
う
と

し
な
い
…
…
近
代
的
個
性
か
ら
ほ
ど
遠
い
…
…
『
神
髓
』
の
人
情
は
本
質

的
に
過
去
の
戯
作
者
の
そ
れ
と
、変
り
の
な
い
も
の
」と
指
摘
し
て
い
る
。
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同
様
に
関
良
一
「『
小
説
神
髄
』
考
」（1940.12. 

成
稿
、1960.12. 

補
訂
。

『
逍
遙
・
鷗
外
考
証
と
試
論
』
有
精
堂
、1971.

）
に
、「
人
情
＝
人
間
の

情
欲
＝
百
八
煩
悩
＝
劣
情
と
言
い
換
え
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
こ
に
道

徳
的
判
断
が
下
さ
れ
、『
人
情
』
に
い
つ
し
か
悖
徳
的
側
面
が
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
」、
小
田
切
秀
雄
「
坪
内
逍
遙
」（『
近
代

日
本
の
作
家
た
ち
』
厚
文
社
、1954.

）
に
「
近
代
性
を
い
さ
さ
か
も
も

た
ず
、「
人
情
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
「
煩
悩
」
と
し
て
把
握
す
る
旧
観

念
の
拘
束
の
ま
ま
」、
久
松
潜
一
『
日
本
文
学
史　

近
代
』（
至
文
堂
、

1957.

）
に
も
「
人
情
は
あ
く
ま
で
義
理
を
前
提
條
件
と
し
て
成
立
し
て

ゐ
る
以
上
、
封
建
倫
理
下
の
枠
内
に
お
け
る
自
由
…
…
人
間
心
理
の
観
察

と
い
ふ
や
う
な
科
学
的
客
観
性
を
帯
び
る
は
ず
も
な
い
」、
清
水
茂
「
逍

遙
の
文
学
論
と
小
説
と
の
関
係
」（『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』

1965.4.

）
に
も
、「
人
情
の
私
的
・
感
情
的
・
官
能
的
立
場
か
ら
の
肯
定

へ
の
傾
斜
と
世
間
智
的
・
儒
教
的
な
い
し
仏
教
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
の
が
わ
か

ら
の
否
定
と
い
う
二
元
の
自
家
撞
着
」
と
説
明
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
中

村
完
は
「
小
説
神
髄
」
補
注
二
三
（『
坪
内
逍
遙
集
』
日
本
近
代
文
学
大

系
３
、
角
川
書
店
、1974.

）
に
、「
倫
理
的
条
件
つ
き
で
、「
劣
情
」
を

ふ
く
む
「
人
情
」
を
肯
定
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
秋
山
公

男
『
近
代
文
学　

弱
性
の
形
象
』（
翰
林
書
房
、1999.

）
で
も
、「
逍
遙

の
説
く
「
情
欲
」
の
内
質
は
…
…
本
能
に
近
い
概
念
…
…
「
哀
」
み
「
忿
」

り
「
怨
」
み
の
語
が
示
す
よ
う
に
、〈
感
情
〉
に
近
い
も
の
…
…
逍
遙
は
、

「
道
理
力
」〈
理
性
〉
を
、「
情
欲
」〈
感
情
〉
に
優
越
す
る
も
の
と
捉
え
て

い
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
山
田
俊
治
は
「『
春
風
情
話
』
に
お
け

る
坪
内
逍
遙
の
試
み
」（1989.10.4. 

成
稿
、『
翻
刻
と
研
究
坪
内
逍
遙
「
小

説
外
務
大
臣
」』
双
文
社
、1994. 

所
収
）
に
お
い
て
、「「
人
情
」
を
道
理

力
と
対
置
し
て
、
人
間
の
合
理
的
判
断
の
及
ば
な
い
「
情パ
ツ
シ
ヨ
ン慾
」
と
見
る

理
解
は
、
こ
の
作
品
〔“T

he Bride of Lam
m

erm
or”

〕
を
翻
刻
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
知
り
得
た
」
と
新
た
な
指
摘
を
加
え
て
い
る
。

（
Ｈ
）
そ
の
他
の
所
説

　

山
田
有
策
は「
当
世
書
生
気
質［
坪
内
逍
遙
］〈
語
り
手
〉を
め
ぐ
っ
て
」

（『
日
本
の
近
代
小
説
Ⅰ
作
品
論
の
現
在
』東
京
大
学
出
版
会
、1986.

）に
、

「
逍
遙
に
と
っ
て
描
出
す
べ
き
最
も
肝
要
な
点
が
人
間
の
「
気
質
」
す
な

わ
ち
「
人
情
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
」
と
「
人
情
＝
気
質
」
を
指
摘
し
、

山
本
良
は
「
小ノ
ベ
ル説
と
美
―
『
小
説
神
髄
』
の
美
学
化
―
」（『
国
文
学
研
究

資
料
館
紀
要
』
二
七
、2001.3.

）
に
、「「
人
情
」
と
は
「
人
」
の
「
情
」

で
あ
り
、
万
人
に
共
通
の
性
質
を
意
味
す
る
…
…
「
人
情
」
は
常
に
類
型

化
の
方
向
へ
向
か
う
言
葉
で
あ
り
、
個
別
の
、
固
有
の
存
在
に
関
す
る
問

題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
「
人
情
」
を
個
別
的
な
も
の
で

は
な
く
「
万
人
共
通
の
性
質
」
と
考
え
る
。
さ
ら
に
浅
野
正
道
は
「
妹
、

父
〈
朋
友
た
ち
〉
―
『
一
読
三
歎
当
世
書
生
気
質
』
に
お
け
る
「
情
欲
」
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の
編
制
―
」（『
日
本
文
学
』57-12 2008.12.

）
に
お
い
て
、「『
神
髄
』
に

お
け
る
「
人
情
」
の
、
厳
密
に
主
体
の
内
面
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
〈
曖
昧
〉
な
性
格
が
、
同
時
代
の
言
説
に
お
け
る
「
情
欲
」
の

領
域
横
断
的
な
多
形
性
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」（
二
八
頁
）、「『
書

生
気
質
』
に
お
け
る
「
情
欲
」
を
同
時
代
の
言
説
と
連
関
さ
せ
て
読
ん
で

み
る
こ
と
で
逆
に
、「
人
情
」
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
内
的
・
指
摘
な
も
の

と
し
て
、
あ
る
い
は
、「
男な
ん

女に
よ

の
相
思
」
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
定

義
し
よ
う
と
す
る
『
神
髄
』
の
主
意
が
、
そ
の
流
動
し
て
や
ま
な
い
性
質

ゆ
え
に
ひ
き
起
こ
さ
れ
か
ね
な
い
社
会
的
・
政
治
的
・
性
的
逸
脱
の
恐
れ

を
捨
象
し
た
形
で
「
情
欲
」
を
静
態
化
し
、
本
質
化
し
よ
う
と
す
る
、
あ

る
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
誘
導
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
」

（
二
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、先
行
論
の
う
ち
典
拠
型
の
所
説（
Ａ
説
か
ら
Ｄ
説
）は
、

逍
遙
の
「
人
情
」
観
と
差
異
が
明
確（

（
（

で
あ
る
が
、
内
容
把
握
型
の
所
説
（
Ｅ

説
か
ら
Ｈ
説
）
で
は
、
同
じ
研
究
者
が
年
代
に
よ
っ
て
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
違
う
発
言
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
所

論
も
存
在
す
る（

（
（

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
よ
う
な
当

時
の
詩
歌
や
演
劇
（
戯
曲
も
含
む
）
の
「
人
情
」
と
の
比
較
に
お
い
て
小

説
の
「
人
情
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　

二
、
明
治
前
期
に
お
け
る
詩
歌
や
演
劇
の
評
価

㈠　

漢
詩
及
び
和
歌
批
判

　

詩
歌
は
江
戸
期
の
高
い
評
価
と
は
異
な
り
、
明
治
前
期
に
変
化
が
生
じ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
詩
論
一
斑
」（『
六
合
雑
誌
』
第
十
二
号
、

M
.14.9.26.

）
の
緒
言
に
、
植
村
正
久
は
、「
世
ノ
学
士
才
人
ガ
汎
ク
西
洋

ノ
諸
家
ノ
名
詩
傑
作
ヲ
熟
読
シ
彼
我
ノ
得
失
長
短
ヲ
比
較
シ
以
テ
旧
来
本

邦
ノ
詩
学
ニ
顕
ハ
レ
タ
ル
陋
習
欠
典
ヲ
沈
滌
シ
新
タ
ニ
純
乎
タ
ル
日
本
ノ

詩
ヲ
与
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」
と
説
き
、
す
ぐ
れ
た
西
洋
詩
を
熟
読
し
た

あ
と
長
所
短
所
を
見
極
め
、
日
本
漢
詩
の
陋
習
欠
点
を
払
拭
し
、
新
た
な

日
本
詩
を
創
作
す
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　

本
文
で
は
、
詩
歌
は
「
字
句
音
調
ノ
佳
絶
美
妙
ナ
ル
ヲ
要
ス
ル
」
は
ず

な
の
に
、
日
本
の
漢
詩
人
は
、
唐
音
を
知
ら
な
い
の
で
音
調
の
す
ば
ら
し

い
漢
詩
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
国

詩
は
、「
忠
孝
義
烈
ナ
ド
道
徳
ノ
精
神
ヲ
充
実
セ
ル
モ
ノ
頗
ル
多
ク
洪
大

深
遠
ナ
ル
感
想
ヲ
含
メ
ル
」
も
の
が
あ
る
が
、
和
歌
は
「
悲
哀
恋
情
風
流

雅
致
」
に
関
す
る
も
の
は
多
い
が
、「
忠
孝
義
烈
洪
大
無
限
等
ノ
如
キ
雅

客
ノ
所
謂
堅
タ
苦
シ
キ
コ
ト
」
は
「
一
切
之
ヲ
無
風
流
ナ
リ
ト
見
做
」
さ

れ
、
社
会
風
教
の
精
神
が
な
く
、
恋
愛
や
風
流
の
あ
る
も
の
だ
け
が
詠
ま
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れ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
漢
詩
や
和
歌
批
判
は
、
末
松
謙
澄
の
「
歌
楽
論
」
に
も
、

「
冠
辞
乱
用
ト
古
語
固
着
ト
ノ
両
者
ヨ
リ
シ
テ
和
歌
ハ
遂
ニ
人
情
ニ
遠
ザ

カ
ル
者
ト
爲
リ
所
謂
詩
歌
ハ
人
情
ヲ
写
ス
ト
云
フ
本
職
ヲ
失
フ
タ
ル
ガ
如

ク
ニ
思
ハ
ル
」（「
三
、
歌
楽
論
」『
東
京
日
日
新
聞
』M

.17.10.1.

）
と
記

さ
れ
、
和
歌
や
漢
詩
は
人
情
を
写
す
こ
と
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

㈡　

新
体
詩
批
判

　

新
体
詩
は
明
治
十
五
年
三
月
以
降
、『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
等
に
発
表
さ

れ
て
い
た
が
、「
文
海
新
潮
（
前
号
ノ
続
）」（『
六
合
雑
誌
』
第
三
巻
第

二
十
五
号
、M

.15.7.8.

）
に
は
、
早
速
西
洋
詩
を
模
倣
し
た
新
体
詩
の
内

容
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
漢
詩
に
つ
い
て
は
、「
陳
腐
ノ
字
句
ニ
拘

泥
シ
風
月
ノ
ミ
ニ
心
ヲ
委
ネ
徒
ラ
ニ
俗
塵
ヲ
脱
出
ス
ル
ヲ
自
負
シ
恰
カ
モ

別
世
界
ノ
恠
物
ヲ
此
ノ
尊
キ
人
間
社
会
ニ
現
出
シ
タ
ル
ガ
如
キ
情
ナ
キ
能

ハ
ズ
」
と
説
か
れ
、「
詩
論
一
班
」
と
同
様
に
、
陳
腐
な
字
句
と
風
流
に

流
れ
、
現
実
の
社
会
を
詩
に
詠
み
込
ん
で
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
新
体
詩
の
創
作
は
評
価
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
形
態
に
対

し
て
は
、「
評
論
セ
ル
近
体
ノ
歌
ヲ
見
ル
ニ
何
レ
モ
五
七
ノ
覊
軛
ヲ
脱
シ

能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
到
底
日
本
語
ニ
オ
イ
テ
ハ
五
七
ノ
制
ヲ
離
レ
テ
別

ニ
佳
調
ヲ
得
ガ
タ
キ
コ
ト
ナ
ル
ヤ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
語
で
は
文
字

数
に
こ
だ
わ
る
五
七
調
の
も
の
と
な
り
、
西
洋
詩
の
よ
う
に
音
響
の
佳
調

を
求
め
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

新
体
詩
の
漢
語
や
句
調
に
つ
い
て
は
、
雲
峯
子
も
「
酔
沈
香
を
読
む
」

（『
女
学
雑
誌
』
第
百
九
十
六
号
、M

.23.1.18.

）
に
、『
新
体
詩
抄
』（
明

治
十
五
年
八
月
刊
）
に
つ
い
て
、

　
　

�

回
顧
す
れ
ば
数
年
前
の
事
な
り
き
「
新
体
詩
」
な
る
名
称
を
以
て
世

に
顕
は
れ
た
る
長
歌
体
の
者
あ
り
き
其
詩
を
見
れ
ば
只
其
句
調
如
何

を
顧
ず
猥
に
漢
語
を
挿
入
せ
し
の
み
に
て
依
然
た
る
古
風
の
七
五
体

な
り
其
不
調
子
な
る
事
言
語
に
堪
へ
ず

と
記
し
、
漢
語
挿
入
に
よ
る
七
五
調
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
池
袋
清
風
も
「
新
体
詩
批
評
一
」（『
国
民
之
友
』
第
四
巻
卅

九
号
、M

.22.1.22.

）
に
、

　
　

�

数
年
前
某
氏
余
ニ
贈
ル
ニ
一
冊
ノ
書
ヲ
以
テ
ス
余
取
テ
之
ヲ
見
レ
バ

新
体
詩
ノ
名
ア
リ
試
ニ
之
ヲ
繙
キ
テ
其
一
斑
ヲ
窺
ニ
詩
ニ
モ
ア
ラ
ス

歌
ニ
モ
ア
ラ
ス
又
文
章
ニ
モ
ア
ラ
ス
而
モ
其
辞
甚
拙
劣
鄙
陋
ニ
シ
テ

読
ム
ニ
堪
エ
ス
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と
述
べ
、「
数
年
前
」
す
な
わ
ち
明
治
十
年
代
に
『
新
体
詩
抄
』
を
読
ん

だ
が
、
こ
れ
ら
の
新
体
詩
は
こ
と
ば
が
拙
劣
で
読
む
に
堪
え
な
い
と
辛
辣

に
批
判
し
て
い
る（

（
（

。
具
体
的
な
批
判
の
内
容
は
、「
欧
米
詩
人
名
作
ノ
訳

モ
ア
レ
ド
訳
其
当
ヲ
失
ハ
ヾ
散
文
ト
雖
ド
モ
毫
モ
用
ヲ
ナ
ザ
（
マ
マ
）ズ
況
ヤ
固

ヨ
リ
訳
ス
ル
容
易
ナ
ラ
サ
（
マ
マ
）ル

詩
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
原
詩
の
西
洋
詩
と
和
訳
の
翻
訳
詩
と
の
間
に
意
味
の
齟
齬
が
生
じ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、「
詩
人
の
春
」（『
女
学
雑
誌
』
第
九
十
二
号
、

M
.21.1.14.

）
に
も
、「
西
洋
の
詩
聖
が
錦
腸
を
し
ぼ
っ
て
咏
み
出
で
た
る

者
を
僅
々
一
二
日
の
中
に
迷
訳
す
る
が
故
に
元
情
の
写
り
出
で
ざ
る
は
勿

論
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
西
洋
詩
に
対
す
る
和
訳
が
批
判
さ
れ
て
い

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
和
歌
や
漢
詩
は
、
現
実
の
社
会
を
詠
む
よ
り

風
流
詩
を
好
み
、
型
に
は
ま
っ
た
伝
統
的
な
形
式
に
固
執
し
、
一
方
新
体

詩
は
、
句
調
や
漢
語
、
文
字
数
な
ど
従
来
の
漢
詩
に
拘
泥
し
、
西
洋
詩
の

翻
訳
も
拙
劣
で
、
当
時
の
生
活
感
情
や
思
想
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
と
批

判
さ
れ
て
い
た
。

㈢　

演
劇
の
評
価

　

明
治
前
期
の
演
劇
に
関
し
て
は
、
仮
名
垣
魯
文
が
、

　
　

�

凡
劇
場
は
天
地
を
縮
収
る
玻ふ
ら
す
こ

瑠
壺
の
如
く
俳は
い
い
う優

は
情
態
を
模
写
す
撮し
ゃ

影し
ん

鏡き
ょ
う

に
似
た
り

（「
新
富
座
俳や
く
し
や優

評
判
記
三
編
序
詞
」『
俳
優
評
判
記
』
第
三
編
、

M
.12.3.24. 

刊
）

　
　

�

凡
世
の
情
態
を
察
し
時
々
流
行
の
変
化
を
知
る
事
狂
言
綺
語
の
脚
色

に
あ
り（「

俳
優
評
判
記
第
廿
編
序
詞
」『
俳
優
評
判
記
』
第
二
十
編
、

M
.16.6. 

刊
）

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
人
間
の
情
態
を
模
写
す

る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
。

　

こ
の
人
間
の
情
態
を
模
写
す
る
に
あ
た
っ
て
、
魯
文
は
、

　
　

�
新
富
座
守
田
勘
彌
氏
欧え
う
ら
つ
ぱ

羅
巴
各
都
府
の
劇
場
を
模
範
と
し
…
…
大
ひ

に
豹
変
の
盛
挙
あ
り
此
挙
に
次
で
俳
優
の
技
も
従
前
の
歌
舞
伎
に
あ

ら
ず
偏
に
活
歴
史
の
名
目
に
恥
ざ
ら
ん
と
伝
記
に
依
り
古
実
を
索
ね

て
往い
に
し
へ年
を
目い

ま今
に
観
る
の
感
を
な
さ
し
む
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（「
新
富
座
俳や

く
し
や優
評
判
記　

初
編
序
詞
」『
俳
優
評
判
記
』
初
編
、

M
.11.11.19. 

刊
）

と
記
し
、
依
田
学
海
も
、「
演し

ば
ゐ劇
の
趣
向
を
改
良
せ
ん
と
為す
る

の
説
」（
署
名

は
柳
蔭
居
士
）（『
諸
芸
新
聞
』
六
号
、「
説は
な
し話

」
欄
、M

.13.12.21.

）
に
、

　
　

�

世
の
人
ハ
演
劇
の
趣
向
を
改
良
す
る
と
聞
き
ひ
た
向
に
正
史
実
録
に

の
み
依
り
て
面
白
か
ら
ぬ
事
を
作
り
出
す
か
と
疑
ふ
者
多
し
決
し
て

然
る
に
非
ず
今
世
に
行
ハ
る
ゝ
戯
場
の
趣
向
に
比
す
れ
バ
尚
面
白
く

哀
深
き
事
正
史
に
多
か
る
を
尚
そ
れ
に
事
加
へ
て
作
り
な
さ
ん
に
ハ

道
理
に
背
か
ず
事
実
に
違
ハ
ず
し
て
見
る
者
倦
事
な
き
の
趣
向
を
出

さ
ん
事
難
き
に
あ
ら
ず

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
物
を
上
演
す
る
と
き
に
は
、
伝
記
や
古
実

を
調
査
し
た
り
、
正
史
か
ら
倦
む
こ
と
の
な
い
趣
向
を
見
つ
け
、
写
実
的

に
創
作
す
れ
ば
よ
い
と
「
活
歴
史
」
の
芝
居
を
支
持
し
て
い
る
。

　

一
方
、成
島
柳
北
は「
劇
場
私
言
」（
署
名
は
濹
上
漁
史
）（『
花
月
新
誌
』

第
四
十
八
号
、M

.11.6.29.

）
に
、

　
　

�

況
ヤ
劇
ハ
理
屈
ニ
非
ズ
シ
テ
遊
戯
ナ
リ
其
ノ
古
事
ヲ
演
ス
ル
ヤ
正
史

ノ
確
実
ナ
ル
ニ
拠
ル
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
院
本
ノ
巧
妙
ナ
ル
者
ニ
據
ル
可
キ

ヲ
ヤ
若
シ
忠
臣
蔵
ヲ
演
ス
ル
ニ
当
リ
阿
軽
ヤ
小
波
ノ
如
キ
ハ
全
ク
架

空
ノ
人
物
ナ
リ
宜
シ
ク
除
却
ス
可
シ
ト
議
定
セ
バ
有
名
ナ
ル
院
本
モ

改
削
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
而
シ
テ
甚
ダ
面
白
ク
無
イ
狂
言
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト

必
セ
リ

と
記
し
、
歴
史
通
り
に
演
ず
る
よ
り
も
、
脚
色
さ
れ
た
演
出
を
す
る
べ
き

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
小
林
欅
園
も
「
戯
場
の
活
歴
史
は
酢
豆
腐
な
る
説
」（『
有
喜

世
新
聞
』M

.11.11.14.

・11.17.

・11.20.

「
う
き
よ
は
な
し
」
欄
）
に
、

　
　

�

余わ

が
管
見
を
以
て
当
時
新
富
座
に
於
て
興
行
す
る
中
幕
の
二
挺
弓
千

種
重
藤
を
見
れ
バ
頭あ
た
ま髪

衣き
も
の服

等
に
至
る
ま
で
悉こ
と
ご

と
く
意
を
用
ひ
て

平
治
時
代
の
古
風
を
摸う
つ

し
真
の
活
歴
史
な
り
と
賞
す
る
も
可
な
ら
ん

と
は
い
へ
余わ
れ

ハ
此
脚
色
に
死
活
な
き
を
以
て
面
白
か
ら
ず
と
す
…
…

戯
場
中
に
戯
場
の
趣
き
な
き
が
故
に
死
の
み
に
し
て
活
な
し

と
記
し
、「
活
歴
史
」
に
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
真
実

に
近
い
芝
居
を
す
る
よ
り
も
演
劇
の
脚
色
を
面
白
く
す
る
演
出
を
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
演
劇
は
人
間
の
情
態
を
そ
の
ま
ま
模
写
す
る
こ

と
を
目
指
す
「
活
歴
史
」
の
演
劇
と
、
そ
れ
を
否
定
し
脚
色
の
面
白
さ
を

求
め
る
演
劇
と
の
両
者
の
間
で
揺
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
詩
歌
・
演
劇
よ
り
も
優
位
と
す
る
「
小ノ
ベ
ル説

」
の
位
置

　

前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
文
明
社
会
に
お
け
る
「
人
情
」
を
活
写
す

る
手
段
と
し
て
、
明
治
前
期
の
詩
歌
や
演
劇
の
手
法
で
は
描
写
す
る
こ
と

が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
呼
応
す
る
よ

う
に
、
逍
遙
は
『
小
説
神
髓
』
の
「
小
説
総
論
」
に
お
い
て
、

　
　

�

い
に
し
へ
の
人
ハ
質
朴
に
て
其
情
合
も
単
純
な
る
か
ら
僅
に
三
十
一

文
字
も
て
其
胸
懐
を
吐
た
り
し
か
ど
け
ふ
こ
の
ご
ろ
の
人
情
を
バ
わ

ず
か
に
數
十
の
言こ
と
ば語

を
も
て
述
盡
す
べ
う
も
あ
ら
ざ
る
な
り
…
…
韻

語
を
用
ふ
る
こ
と
も
詩
を
吟
誦
せ
し
こ
ろ
に
あ
り
て
ハ
頗
る
要
用
な

り
し
な
ら
め
ど
現
世
の
ご
と
く
に
黙
讀
し
て
た
ゞ
通
篇
の
神
韻
を
バ

め
で
よ
ろ
こ
べ
る
世
と
な
り
て
ハ
さ
ま
で
緊
要
な
る
も
の
と
も
思
は

ず

と
主
張
し
、和
歌
の
三
十
一
文
字
や
漢
詩
に
お
け
る
韻
語
で
は
今
日
の「
人

情
」
を
描
写
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
演
劇
や
小
説
に
つ
い
て
逍
遙
は
、“

T
H

E 
EN

CY
CLO

PA
ED

IA
 BRIT

A
N

N
ICA

,O
R D

ICT
IO

N
A

RY
 O

F 
A

R
T

S, SC
IE

N
C

E
S A

N
D

 G
E

N
E

R
A

L
 L

IT
E

R
A

T
U

R
E

”

（EIGH
T

H
 ED

IT
IO

N

）V
O

LU
M

E X
IX

.

（
以
下
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
と

略
す
）
の
「RO

M
A

N
CE

」
の
所
説
を
参
看
し
、「
小
説
の
変
遷
」
に
要

旨
を
記
載
し
て
い
る（

（
（

。
特
に
「RO

M
A

N
CE

」
の
後
半
に
「M

O
D

ERN
 

RO
M

A
N

CE A
N

D
 N

O
V

EL

」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
の
中
で
ロ
マ

ン
ス
及
び
ド
ラ
マ
か
ら
ノ
ベ
ル
に
移
行
す
る
経
緯
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

「
小
説
の
変
遷
」
に
お
け
る
中
核
の
言
説
を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
逍

遙
の
言
説
に
基
づ
き
つ
つ
も
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
原
文
も
併
記
し
な
が
ら
論
じ

て
み
た
い
（
但
し
、
逍
遙
の
言
説
に
は
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
英
文
の
骨
子
を
述

べ
つ
つ
も
、
文
章
の
組
み
替
え
や
逍
遙
の
考
え
方
を
付
加
し
た
言
説
が
存

在
す
る
）。

（
Ａ
）�　

蘿
マ
ン
ス
ハ
趣
向
を
荒
唐
無
稽
の
事
物
に
と
り
て
奇
怪
百
出
も
て

編
を
な
し
尋
常
世
界
に
見
は
れ
た
る
事
物
の
道
理
に
矛
盾
す
る
を
敢

て
顧
み
ざ
る
も
の
に
ぞ
あ
る
小
説
す
な
は
ち
那
ベ
ル
に
至
り
て
ハ
之

と
異
な
り
世
の
人
情
と
風
俗
を
バ
写
す
を
以
て
主
脳
と
な
し
平
常
世

間
に
あ
る
べ
き
や
う
な
る
事
抦
を
も
て
材
料
と
し
而
し
て
趣
向
を
設



國學院雜誌　第 119 巻第 1号（2018年） ― 32 ―

く
る
も
の
な
り
（the rom

ance, in w
hich the interest of the 

narrative turns chiefly on m
arvellous and uncom

m
on 

incidents; and the novel, in w
hich the events are 

accom
m

odated to the ordinary train of hum
an events, 

and the m
odern state of society.

）

　

ま
ず
、
ロ
マ
ン
ス
と
ノ
ベ
ル
の
差
異
を
明
確
に
し
、
ノ
ベ
ル
は
日
常
に

お
け
る
人
情
と
風
俗
の
描
写
に
特
色
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
Ｂ
）�　

那
ベ
ル
即
ち
眞
成
の
小
説
の
世
に
行
は
る
ゝ
ハ
概
ね
演
劇
衰
微
の

時
に
あ
り
（T

he rise of this last departm
ent of fictitious 

com
position in E

ngland, takes place about the 
com

m
encem

ent of the eighteenth century ; and its 
coincidence w

ith the decline of the dram
a is 

rem
arkable.

） 

　

次
に
、
ノ
ベ
ル
の
生
成
が
ド
ラ
マ
の
衰
微
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

（
Ｃ
）�　

斯
か
る
時
に
当
り
て
ハ
精
細
に
風
俗
を
写
し
い
だ
し
詳
明
に
人
情

を
見
え
し
む
る
も
の
彼
の
演
劇
に
優
る
ハ
稀
な
り
蓋
し
演
劇
の
性
質

た
る
彼
の
奇
異
譚
に
比
す
る
と
き
ハ
た
ゞ
に
其
脚
色
の
簡
略
に
し
て

か
へ
り
て
情
趣
の
密
こ
ま
や
か

な
る
の
み
か
ハ
別
に
景か
ざ
り
つ
け色

の
補た
す
け助

あ
り
て

俳や
く
し
や優
の
動し
う
ち止
と
言せ
り
ふ語
に
伴
ひ
其
趣
を
写
す
程
に
擬
似
の
人
情
世
態
を

し
て
活
動
せ
し
む
る
勢
あ
り
（In the earlier periods of a 

national literature, w
hile the poetical and im

aginative 
spirit of the tim

e takes the direction of the long prose 
rom

ance, the task of painting m
anners, and satirizing 

follies, and displaying the com
ic oddities of character, is 

m
ost efficiently perform

ed by the dram
a. Its strength, 

terseness, and brevity, w
ith the aid of action and scenery, 

present the m
anners living as they rise,w

ith abundance 
of force at least, and probably, for a tim

e,w
ith suffi

cient 
fidelity.

）

　

ノ
ベ
ル
の
出
現
前
ま
で
は
、
演
劇
が
風
俗
・
人
情
を
描
写
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
芸
術
で
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。

（
Ｄ
）�　

人
智
い
ま
一
層
進
む
に
至
れ
バ
世
の
人
次
第
に
華
美
を
好
み
て
万

の
事
み
な
む
か
し
に
似
ず
主
と
し
て
外
観
を
か
ざ
る
も
の
か
ら
其
人
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情
ハ
か
は
ら
ず
と
も
其
外
面
に
あ
ら
は
れ
た
る
世
の
人
々
の
た
ち
ふ

る
ま
ひ
ハ
す
ぎ
に
し
時
代
の
も
の
に
比
す
れ
バ
大
に
異
な
る
由
あ
る

べ
し
（
中
略
）
人
情
か
く
の
ご
と
く
変
じ
来
り
て
彼
の
激
切
な
る
態

度
容
姿
の
漸
く
減
少
な
す
に
い
た
れ
バ
梨
園
子
弟
が
劇
場
に
て
演
ず

る
所
の
人
情
世
態
ハ
漸
く
時
勢
に
適
は
ず
し
て
真
を
写
す
に
堪
へ
ざ

る
べ
し
（But as society becom

es m
ore decorous, and 

peculiarities of m
anners less m

arked, the pictures 
exhibited by the stage are apt to becom

e less true ; 

）

　

と
こ
ろ
が
、
人
の
智
力
が
進
む
に
つ
れ
て
、
人
々
が
自
己
の
感
情
を
あ

か
ら
さ
ま
に
外
側
に
現
さ
な
く
な
っ
た
た
め
、
演
劇
で
行
っ
て
い
る
感
情

表
現
と
現
実
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
Ｅ
）�　

夫
れ
演
劇
の
性
質
た
る
真
に
逼
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
で
寧
真
に
越

え
つ
べ
き
も
の
な
り
…
…
真
物
そ
れ
み
づ
か
ら
を
模
擬
す
る
を
バ
其

主
脳
と
ハ
な
す
に
あ
ら
で
真
物
并
に
あ
る
物
を
バ
擬
す
る
を
主
眼
と

な
す
も
の
な
り
（
理
ヤ
リ
チ
イ
不ぷ

ラ
ス
釵
ム
シ
ン
グ
）（for 

dram
atic effect appears to dem

and som
ething m

ore 
stim

ulating than reality affords; 

）

　

し
か
も
演
劇
は
、
真
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
す
の
で
は
な
く
、
大
げ
さ

な
演
技
を
模
擬
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
。

（
Ｆ
）�　

人
間
の
性
質
の
う
ち
に
は
演
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
演
す
る
と

も
興
な
き
も
の
あ
り
故
に
院
本
の
作
者
な
ど
は
こ
れ
ら
の
も
の
を
度

外
視
し
て
曾
て
採
り
用
ひ
し
こ
と
な
け
れ
ど
細
微
に
穿
鑿
を
く
だ
す

と
き
ハ
こ
れ
ら
の
性
質
を
見
え
し
む
れ
バ
な
か
〳
〵
に
読
者
に
興
あ

る
も
の
な
り
…
…
世
の
文
運
の
進
む
に
つ
れ
て
事
ご
と
物
ご
と
に
異

や
う
な
る
性
質
ハ
減
じ
ゆ
き
つ
所
謂
「
思
入
れ
」
の
み
に
て
ハ
し
つ

く
し
が
た
き
も
の
い
と
沢
な
り
是
も
ま
た
演
劇
の
漸
く
其
位
を
稗
史

小
説
に
ゆ
づ
る
所
以
と
や
い
は
ま
し
（Besides, there are m

any 
lesser traits of character, m

any sentim
ents and fellings, 

w
hich are not at all dram

atic, and w
hich had therefore 

been overlooked by w
riters for the stage, yet in 

them
selves highly interesting and curious, and capable, 

w
hen judiciously em

ployed, of exercising a strong in 
fluence on the feelings.T

hese becom
e m

ore prom
inent, 

and stand out in brighter relief, as the restraints of 
civilization gradually throw

 into the background the 
w

ilder passions and m
ore storm

y im
pulses of our nature, 
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until they acquire an im
portance w

hich not only justifies, 
but renders their introduction into any fictious narrative 
w

hich represents the peculiarities of the tim
e, 

necessary; 
）

　

そ
こ
で
、
文
明
が
進
み
人
々
の
感
情
が
外
側
に
現
れ
に
く
く
な
る
と
、

演
劇
で
は
で
き
な
い
細
か
い
感
情
表
現
を
す
る
手
段
と
し
て
、
ノ
ベ
ル
の

描
写
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
逍
遙
は
、
演
劇
に
対
す
る
小
説
の
優
位
性
を
、

（
Ｇ
）�　

小
説
の
範
囲
ハ
演
劇
の
範
囲
よ
り
も
広
く
時
世
々
々
の
情
態
を
ば

細
大
と
な
く
写
し
い
だ
し
…
…
譬
バ
演
劇
に
て
ハ
人
の
性
情
を
写
し

い
だ
す
に
も
つ
は
ら
観
者
の
耳
に
訴
へ
ま
た
其
眼
に
訴
ふ
る
が
ゆ
ゑ

に
其
場
か
へ
り
て
狭
け
れ
ど
も
小
説
に
て
ハ
之
に
反
し
て
た
ゞ
ち
に

読
者
の
心
に
訴
へ
そ
の
想
像
を
促
が
す
ゆ
ゑ
其
場
頗
る
広
し
と
い
ふ

べ
し
（T

he novel, then, affords a w
ider field for accurate 

and com
plete delineation of passions and feelings than 

the dram
a, and certainly one m

ore in harm
ony w

ith the 
dispositions of a m

odern public.

…
…in the delineation of 

em
otions, w

hich the dram
a, speaking only to the eye and 

the ear, cannot lay before us ; in the descriptions of 
external scenery, w

hich, in the hand of a w
riter of 

genius, are far m
ore effective, w

hen presented in w
ords 

to the im
agination, than w

hen counterfeited to the eye 
upon the stage, even by all the united resources of the 
scenepainter and the m

echanist;

…
… 

）

と
説
き
、
演
劇
に
お
け
る
「
人
情
」
は
劇
場
と
い
う
そ
の
場
限
り
の
も
の

で
、
ノ
ベ
ル
の
よ
う
に
読
者
の
心
に
訴
え
想
像
を
促
す
こ
と
も
な
い
と
結

論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
文
明
社
会
の
「
人
情
」
を
描
写
す
る
点
に
お
い
て
、
演

劇
よ
り
も
ノ
ベ
ル
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
説
明
し
て
い

る（
（
（

。
こ
の
一
連
の
言
説
を
要
領
よ
く
ま
と
め
、
小
説
の
美
術
化
を
宣
言
し

た
文
章
が
、「
小
説
総
論
」
に
あ
る
次
の
言
説
で
あ
る
。

　
　

�

小
説
の
完
全
無
欠
の
も
の
に
於
て
ハ
画
に
画
き
が
た
き
も
の
を
も
描

写
し
詩
に
尽
し
が
た
き
も
の
を
も
あ
ら
は
し
且
演
劇
に
て
演
し
が
た

き
隠
微
の
絛
を
も
写
し
つ
べ
し
…
…
は
た
ま
た
演
劇
絵
画
に
反
し
て

た
ゞ
ち
に
心
に
訴
ふ
る
を
其
性
質
と
す
る
も
の
ゆ
ゑ
作
者
が
意
匠
を

凝
ら
し
つ
べ
き
範
囲
す
こ
ぶ
る
広
し
と
い
ふ
べ
し
是
小
説
の
美
術
中
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に
其
位
置
を
得
る
所
以
に
し
て
竟
に
ハ
伝
奇
戯
曲
を
凌
駕
し
文
壇
上

の
最
大
美
術
を
其
随
一
と
い
は
れ
つ
べ
き
理
由
と
な
ら
む
も
知
る
べ

か
ら
ず

　

こ
こ
で
逍
遙
は
、
小
説
は
絵
画
・
詩
歌
・
演
劇
（
戯
曲
も
含
む
）
で
は

描
き
き
れ
な
い
様
々
な
人
世
の
秘
密
裏
の
因
果
関
係
ま
で
描
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
美
術
領
域
に
属
す
る
絵
画
・
詩
歌
・
演
劇
（
戯
曲
も
含
む
）

よ
り
も
、
作
者
の
意
匠
を
凝
ら
す
範
囲
が
広
い
た
め
、
小
説
の
方
が
美
術

と
し
て
優
位
に
あ
る
と
指
摘
し
、
小
説
の
美
術
化
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ

た
。

　
　
　

四
、『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
人
情
」
の
範
囲

　
『
小
説
神
髓
』
の
「
小
説
の
主
眼
」
で
は
、「
小
説
の
主
脳
ハ
人
情
な
り

世
態
風
俗
こ
れ
に
告
ぐ
人
情
と
ハ
い
か
な
る
も
の
を
い
ふ
や
曰
く
人
情
と

ハ
人
間
の
情ぱ
つ
し
よ
ん欲

に
て
所
謂
百
八
煩
悩
是
な
り
」と「
人
情
」を
さ
ら
に「
情

欲
」「
煩
悩
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　

当
時
の
「
人
情
」
の
意
味
は
、
高
本
勝
右
の
「
人
情
の
説
」（『
芳
譚
雑

誌
』
二
十
五
号
、M

11.11.1.

）
に
、「
人
情
と
は
…
…
親
の
子
を
慈
み
子

の
親
を
慕
ふ
よ
り
兄
弟
夫
婦
朋
友
に
至
る
ま
で
す
べ
て
に
わ
た
る
べ
く
ま

た
他
人
に
對
し
て
も
自
然
犯
す
べ
か
ら
ず
と
し
誣
べ
か
ら
ず
と
し
て
堪
へ

忍
ぶ
と
こ
ろ
あ
る
も
の
」、
植
木
枝
盛
の
「
貧
富
の
懸
隔
す
る
所
以
を
論

ず
（
前
號
の
續
き
）」（『
世
益
雑
誌
』
第
七
号M

.13.12.22. 

愛
国
社
）
に
、

「
今
や
外
国
と
交
際
を
始
め
て
よ
り
道
理
と
云
ふ
こ
と
ハ
次
第
に
日
本
人

民
の
腦あ
た
ま裡
に
入
り
…
…
是
れ
迄
の
如
き
人
情
は
段
々
薄
く
な
り
」
と
記
さ

れ
、
儒
教
的
倫
理
観
を
意
味
す
る
。
一
方
逍
遙
は
、『
小
説
神
髓
』「
小
説

総
論
」
に
、
世
の
中
で
最
も
描
き
が
た
い
も
の
は
、「
人
間
の
情
欲
」
す

な
わ
ち
「
喜
怒
愛
悪
哀
懼
欲
の
七
情
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
し
か
し
「
七

情
」
で
も
、「
一
日
の
脚
色
一
生
の
如
く
栄
枯
盛
衰
勧
善
懲
悪
旦
暮
に
し

て
全
き
こ
と
壺
中
お
の
づ
か
ら
の
小
天
地
喜
怒
愛
（
マ
マ
）楽
の
四
情
を
離
れ
ず
」

（
仮
名
垣
魯
文
「
俳
優
評
判
記
第
十
八
編
序
言
」『
俳
優
評
判
記
』
第
十
八

編
、M

16.1. 

刊
）、「
喜
怒
哀
楽
の
情
を
搖
し
勧
懲
の
感
覚
を
惹
起
さ
す

る
物
ハ
文
章
な
り
」（『
新
編
都
草
子
』
第
五
編
之
序
、
百
六
斎
（
三
浦
義

方
）、M

.16.6.24. 

著
述
堂
）
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
勧
善
懲
悪
に

代
表
さ
れ
る
儒
教
的
倫
理
観
を
払
拭
し
き
れ
な
い
。
そ
の
た
め
逍
遙
は
、

「
人
情
」を
儒
教
的
倫
理
観
か
ら
払
拭
す
る
意
味
も
あ
り
、「
情
欲
」「
煩
悩
」

と
ま
で
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
「
小
説
の
主
眼
」
で
は
、「
情
欲
」
に
わ
ざ
わ
ざ
「
ぱ

つ
し
よ
ん
」
と
ル
ビ
を
付
し
て
い
る
が
、
当
時
の
辞
書
類
で
は
、『
附
音

挿
図
英
和
字
彙
』（M

.6. 

刊
、
日
就
社
）
に
「Passion

」
が
「
情
（
喜
怒
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愛
楽
哀
悪
欲
）、
嗜
好
」、「Passionateness

」
が
「
情
欲
、
怒
気
、
性
急
」、

『
哲
学
字
彙
』（M

.14. 

刊
）
で
は
「Passion

」
が
「
欲
情
」、
ヘ
ボ
ン
著

の
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
（
慶
応3.5.

刊
）
再
版
（M

.5.7. 

刊
）
に
、「Jõ

ジ
ヤ
ウ
情
（kokoro

） n.Em
otion, passion, feeling, love, affection, 

obstinacy. Sh’chi jõ the seven passions.

」
と
あ
る
よ
う
に
、

「Passion

」
の
訳
語
が
必
ず
し
も
「
情
欲
」
だ
け
を
意
味
し
て
い
な
い
。

　

第
三
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
小
説
神
髓
』
の
「
小
説
の
変
遷
」
に

お
け
る
言
説
は
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
「RO

M
A

N
CE

」
の
所
説
を
参
看
し

て
成
立
し
て
い
る
の
で
、「
小
説
の
変
遷
」
に
記
さ
れ
た
「
人
情
（
情
態
・

情
欲
）」
タ
ー
ム
と
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
「RO

M
A

N
CE

」
の
所
説
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
逍
遙
の
「
人
情
（
情
態
・
情
欲
）」
が
ど
の
よ
う
な
範
囲

ま
で
含
ま
れ
て
い
る
の
か
検
討
し
て
み
た
い
（
但
し
、
逍
遙
が
「
人
情
」

を
用
い
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
英
文
が
必
ず
し
も
存
在
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
、
逍
遙
の
言
説
が
英
文
の
言
説
と
ほ
ぼ
一
致
す
る

文
章
の
み
を
対
象
と
し
た
）。
た
と
え
ば
、
第
三
節
（
Ａ
）
の
「
人
情
」
は
、

「hum
an events

」
の
訳
に
、
同
（
Ｃ
）
の
「
人
情
」
は
、「satirizing 

follies, and displaying the com
ic oddities of character

」の
訳
に
、

そ
の
後
の
「
人
情
世
態
」
は
「the m

anners living

」
の
訳
に
、
同
（
Ｄ
）

の
「
人
情
世
態
」
は
、「the pictures

」
の
訳
に
、
同
（
Ｇ
）
の
「
情
態
」

は
、「passions and feelings 

」
の
訳
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
逍
遙
の
「
人
情
（
情
態
、
情
欲
）」
は
、
英
語
で
は

「passions

」「feelings

」
と
い
う
た
だ
単
に
個
人
的
な
感
情
全
般
を
指

す
だ
け
で
は
な
く
、（
Ａ
）
の
「hum

an events

」、（
Ｃ
）
の
「satirizing 

follies, and displaying the com
ic oddities of character

」
を
「
人

情
」、（
Ｃ
）
の
「the m

anners living

」、（
Ｄ
）
の
「the pictures

」

を「
人
情
世
態
」と
訳
し
て
い
た
よ
う
に
、人
間
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
事
象
全
般
を「
人
情
」の
範
囲
に
含
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、『
当
世
書
生
気
質
』（M

.18.6.

―M
.19.1. 

晩
青
堂
）
の
第

九
回
冒
頭
に
も
、「
人
ハ
情
欲
の
動け
だ
も
の物
な
り
。有
情
な
る
が
故
に
相
聚
合
し
。

有
欲
な
る
が
故
に
相
協
力
す
。…
…
形か
ら
だ体

の
自
由
を
求
む
る
も
欲
な
れ
バ
。

色
を
好
む
も
ま
た
欲
な
り
。
精
神
の
自
由
を
欲
す
る
も
欲
な
れ
バ
食
を
貪

る
も
ま
た
欲
な
り
。
…
…
其
情
欲
に
ハ
高
下
あ
れ
ど
も
。
到つ
ま
り底

は
欲
で
た

ち
ゆ
く
世
の
中
。」
と
記
さ
れ
、
文
明
社
会
に
生
き
る
人
々
に
は
様
々
な

情
欲
が
渦
巻
い
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
情
欲
が
な
け
れ
ば
世
の
中
が

成
立
し
な
い
と
ま
で
主
張
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
逍
遙
に
お
け
る
「
人
情
（
情
欲
・
煩
悩
）」
の
内
容
は
、
只

単
に
人
間
関
係
か
ら
生
じ
る
個
人
的
な
欲
求
・
欲
望
・
感
情
の
発
露
だ
け

で
は
な
く
、
当
時
の
社
会
現
象
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
様
々
な
欲
求
・
欲

望
・
感
情
を
も
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
は
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
の

「RO
M

A
N

CE

」
で
も
、
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�T
he novel aspired, in fact, to perform

 for a reading and 
refined age, w

hat the dram
a had done for a ruder and 

m
ore excitable period ; to em

body the spirit of the tim
es 

in pictures at once am
using and accurate, and in the 

form
 best calculated to aw

aken attention and interest in 
those to w

hom
 they are addressed. （pp.269

）

と
記
さ
れ
、
ド
ラ
マ
に
し
て
も
ノ
ベ
ル
に
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
精
神

で
求
め
ら
れ
た
事
象
が
描
写
さ
れ
て
き
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
逍
遙
の
「
人
情
」
の
範
囲
は
、
個
人
レ
ベ
ル
の
感
情
は
勿
論
、
さ
ら

に
当
世
社
会
が
求
め
た
時
代
精
神
ま
で
も
包
含
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、「
情
欲
」
を
「
ぱ
つ
し
よ
ん
」
と
ル
ビ
を
振
る
の
は
、
あ
く

ま
で
個
人
的
な
感
情
、
直
情
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
、「
人
情
」
と
い

う
意
味
は
さ
ら
に
広
く
、
時
代
精
神
を
も
包
含
し
た
意
味
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、『
小
説
神
髓
』
の
「
小
説
の
主
眼
」
に
、「
そ
れ
人
間
ハ
情

欲
の
動
物
な
る
か
ら
…
…
賢
不
肖
の
辨
別
な
く
必
ず
情
欲
を
抱
け
る
も
の

か
ら
賢
者
の
小
人
に
異
な
る
所
以
善
人
の
悪
人
に
異
な
る
所
以
ハ
一
に
道

理
の
力
を
以
て
若
く
ハ
良
心
の
力
に
頼
り
て
其
情
欲
を
抑
へ
制
め
煩
悩
の

犬
を
攘は
ら

ふ
に
因
る
の
み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
先
行
論
で
は
「
人
情
」

よ
り
も
「
道
理
の
力
」
を
優
位
と
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る
（
第
一
節
で
取

り
上
げ
た
（
Ｇ
）
説
、
参
照
）。
し
か
し
、
こ
の
言
説
は
あ
と
の
文
章
に
、

　
　

�

外
面
に
打
い
だ
し
て
行
ふ
所
ハ
あ
く
ま
で
も
純
正
純
良
な
り
と
雖
ど

も
其
行
を
な
す
に
さ
き
だ
ち
幾
多
の
劣
情
心
の
中
に
勃
発
す
る
こ
と

な
か
ら
ず
や
ハ
其
劣
情
と
道
理
の
力
と
心
の
う
ち
に
て
相
闘
ひ
道
理

劣
情
に
勝
つ
に
及
び
て
は
じ
め
て
善
行
を
な
す
を
得
る
な
り
…
…
斯

れ
バ
人
間
と
い
ふ
動
物
に
ハ
外
に
現
る
ゝ
外
部
の
行
爲
と
内
に
藏
れ

た
る
内
部
の
思
想
と
二
條
の
現
象
あ
る
べ
き
筈
な
り
。

と
記
さ
れ
、
賢
人
善
者
は
「
劣
情
」
と
「
道
理
の
力
」
の
狭
間
で
心
が
揺

れ
、「
道
理
の
力
」
が
「
劣
情
」
に
勝
つ
た
め
に
人
情
の
皮
相
部
分
で
善

行
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
だ
け
で
、
人
間
に
は
外
部
に
現
れ
る

行
為
と
内
部
の
思
想
の
二
つ
の
現
象
が
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、「
此
人
の
世
の
因
果
の
秘
密
を
見
る
が
ご
と
く

に
描
き
い
だ
し
て
見
え
が
た
き
も
の
を
見
え
し
む
る
を
其
本
分
と
ハ
な
す

も
の
な
り
か
し
」（「
小
説
総
論
」）と
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、そ
の「
劣

情
」
と
「
道
理
の
力
」
の
関
係
を
小
説
に
描
写
す
べ
き
で
あ
る
と
逍
遙
は

強
調
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
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五
、『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
模
擬
（
模
写
）」

　

ま
た
、
逍
遙
が
『
小
説
神
髓
』
で
主
張
し
て
い
る
「
詩
歌
ハ
必
ず
し
も

模
擬
を
バ
主
眼
と
な
さ
ヾ
れ
ど
も
小
説
ハ
常
に
模
擬
を
以
て
其
全
体
の
根

據
と
な
し
人
情
を
模
擬
し
世
態
を
模
擬
し
ひ
た
す
ら
模
擬
す
る
所
の
も
の

を
バ
真
に
逼
ら
し
め
む
と
力
む
る
も
の
た
り
」（「
小
説
の
主
眼
」）
な
ど

と
あ
る
「
人
情
」
と
「
模
擬
（
模
写
）」
と
の
関
係
は
、
小
説
よ
り
も
先

に
改
良
を
目
指
し
た
演
劇
論
に
お
い
て
、
夙
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
服
部
撫
松
が
、

　
　

�

演
戯
の
世
に
行
は
る
ゝ
、
特
に
観
楽
を
貪
る
に
非
ず
。
人
情
を
写
し

風
俗
を
摸
し
、
又
た
以
て
世
の
沿
革
を
想
像
す
る
に
足
る
。

（「
新シ
ン
シ
バ
イ

劇
塲　

新
富
坊
守
田
座
」『
東
京
新
繁
昌
記
』M

.7.

）

と
記
し
、
先
に
引
用
し
た
仮
名
垣
魯
文
が
、

　
　

�

凡
劇
場
は
天
地
を
縮
収
る
玻ふ
ら
す
こ

瑠
壺
の
如
く
俳は
い
い
う優
は
情
態
を
模
写
す
撮し
ゃ

影し
ん

鏡き
ょ
う

に
似
た
り

　
　

�

凡
世
の
情
態
を
察
し
時
々
流
行
の
変
化
を
知
る
事
狂
言
綺
語
の
脚
色

に
あ
り

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
人
情
」「（
世
の
）
情
態
」
が
逍
遙
の
「
人
情
」

に
、「
風
俗
」「
時
々
流
行
の
変
化
」
が
逍
遙
の
「
世
態
」
に
、
そ
し
て
「
写

し
」「
摸
し
」「
模
写
」「
撮
影
鏡
」
が
、「
模
擬
（
模
写
）」
に
対
応
し
て

い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
美
術
論
に
お
い
て
「
模
擬
（
模
写
）」
は
、「
写
真
」
概
念

と
同
様
に
（
傍
線
は
筆
者
）、

　
ａ
、�

絵
画
ハ
元
来
想
像
的
の
も
の
な
る
が
故
に
写
真
と
ハ
自
か
ら
大
な

る
相
違
あ
り

（
高
橋
愛
山
「
美
術
の
説
」『
美
術
園
』
第
壹
号
、M

.22.2.5.

）

　

ｂ
、�

固
よ
り
美
術
ハ
写
真
に
非
ざ
れ
バ
、
少
し
も
意
匠
な
し
に
実
物
を

写
せ
と
云
ふ
に
は
あ
ら
ず
（
高
橋
五
郎
「
美
術
の
改
良
は
精
神
上

よ
り
着
手
せ
ざ
る
可
ら
ず
」『
美
術
園
』
第
壹
号
）

　
ｃ
、�

其
西
洋
絵
画
を
し
て
其
巧
妙
を
彼
れ
に
等
し
か
ら
し
む
を
得
れ
バ

猶
且
可
な
り
と
い
へ
ど
も
其
事
元
来
模
写
の
二
字
に
止
ま
る
を
以

て
到
底
彼
れ
が
如
き
妙
域
に
達
す
る
こ
と
能
ハ
ざ
る
や
明
ら
か
な

り
（
高
橋
五
郎
「
西
洋
美
術
を
し
て
日
本
に
帰
化
せ
し
む
べ
し
」

『
美
術
園
』
第
二
号
、M

.22.3.5.

）
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ｄ
、�
模
擬
と
い
ふ
だ
け
に
美
術
家
が
力
を
止
め
て
居
る
間
ハ
、
そ
れ
ハ

本
家
と
支
店
、
た
と
ひ
如
何
ほ
ど
そ
の
模
擬
が
巧
に
出
来
た
處
が

そ
の
髄
ま
で
は
得
る
譯
に
ハ
行
か
ぬ
も
の
で
す
。

（
美
妙
斎
主
人
「
美
術
園
の
発
兌
（
承
前
）」『
美
術
園
』
第
二
号
）

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
低
い
価
値
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。
逍
遙

も
ベ
ロ
ン
の
『
維
氏
美
学
』（M

.16. 
刊
）
の
影
響（

（1
（

を
受
け
た
「
美
と
は

何
ぞ
や
〔
接
第
二
号
〕」（『
学
芸
雑
誌
』
第
四
号
、M

.19.10.5.

）
で
は
、「
美

術
の
要
ハ
其
物
其
儘
を
模
擬
す
る
に
あ
ら
ず
物
の
精
神
を
模
擬
す
る
に
あ

り
」、「
蓋
し
巧
芸
の
「
美
」
な
る
者
ハ
決
し
て
模
擬
写
真
の
四
文
字
に
あ

ら
ず
し
て
更
に
廉
あ
れ
バ
な
る
べ
し
」、「
模
擬
の
「
美
」
な
ら
ざ
る
は
解わ
か

る
べ
き
な
り
」
と
述
べ
、「
模
擬
（
模
写
）」
を
否
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
模
擬
（
模
写
）」
の
用
例
か
ら
、『
小
説
神
髓
』
に
お
い

て
逍
遙
が
「
模
擬
（
模
写
）」
タ
ー
ム
を
用
い
て
い
た
の
は
、
参
看
し
た

所
論
が
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
美
術
論
で
は
な
く
、
演
劇
論
か
ら
で
あ
っ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
逆
に
、『
小
説
神
髓
』
に
お
い
て
演
劇

論
の
「
人
情
（
情
態
）」「
模
擬
（
模
写
）」
タ
ー
ム
を
用
い
て
、
演
劇
よ

り
も
ノ
ベ
ル
と
い
う
近
代
小
説
の
方
が
文
明
社
会
の
「
人
情
」
を
繊
細
に

描
写
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
、
小
説
の
優
位
性
を
証
明
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る（

（1
（

。

　
　
　

結　

語

　
『
小
説
神
髓
』
に
お
い
て
逍
遙
は
、
ノ
ベ
ル
と
い
う
近
代
小
説
が
、
当

時
の
文
明
社
会
に
合
致
し
た
「
人
情
（
情
態
）」
を
描
写
す
る
と
い
う
点

で
詩
歌
や
演
劇
よ
り
も
優
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
、さ
ら
に
、

詩
歌
や
演
劇
と
同
様
に
美
術
領
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

　

具
体
的
に
は
、
詩
歌
で
は
韻
語
や
文
字
制
限
が
あ
り
、
演
劇
で
は
人
間

の
皮
相
部
分
を
誇
張
し
て
表
現
す
る
た
め
に
、
当
時
の
普
通
の
人
間
の
感

情
を
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
小
説
で
は
皮
相
部
分
だ
け
で
は
な

く
、内
面
と
の
葛
藤
も
視
野
に
入
れ
た
描
き
方
が
自
由
に
で
き
る
と
し
て
、

小
説
に
お
け
る
「
人
情
」
は
「
七
情
」（「
小
説
総
論
」）
だ
け
で
は
な
く
、

「
煩
悩
」（「
小
説
の
主
眼
」）
ま
で
も
含
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
よ

り
、
逍
遙
の
『
小
説
神
髓
』
に
お
け
る
「
人
情
」
は
、
個
人
的
な
感
情
は

勿
論
の
こ
と
、
時
代
変
遷
に
伴
う
文
明
社
会
に
お
け
る
観
念
（
精
神
・
感

情
）、
つ
ま
り
明
治
の
功
利
主
義
・
立
身
出
世
主
義
な
ど
の
精
神
を
も
含

め
た
内
容
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
人
情
」
を
定
義
す
る
こ

と
で
、「
小
説
」
に
お
い
て
、
文
明
社
会
の
日
常
生
活
の
人
情
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
小
説
」
が
「
詩
」
か
ら
独
立
し
て
美
術
に

属
す
る
分
野
に
な
る
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）�
菅
谷
広
美
氏
は
、Bain,A

lexander

の“English Com
position and Rhetoric”

（1866.
）
やE.O

.H
aven

の“Rhetoric”

（1869.

）
に
、
詩
が
美
術
で
あ
り
、
そ
の

詩
の
一
形
態
が
小
説
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
三
段
論
法
で
小
説
が
美

術
で
あ
る
と
の
帰
結
に
な
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
（「『
小
説
神
髄
』
と
そ
の
材
源
」

『
比
較
文
学
年
誌
』
第
九
号
、1973.3. 

以
下
、
菅
谷
論
文
と
略
す
）。

（
2
）�

谷
沢
永
一
「『
小
説
神
髄
』
研
究
史
」（『
明
治
期
の
文
芸
評
論
』
八
木
書
店
、

1971.5. 

所
収
）
に
も
、
関
良
一
論
文
（「『
小
説
神
髄
』
の
成
立
―
特
に
先
行
文

献
と
の
交
渉
に
つ
い
て
―
」『
國
語
國
文
』
第
一
〇
巻
第
八
号
、1940.8.

「
有
賀

長
雄
の
『
文
学
論
』
に
つ
い
て
」『
國
語
と
國
文
学
』
第
二
〇
二
号
、

1941.2.

「
小
説
神
髄
と
先
行
文
献
―
主
と
し
て
新
体
詩
抄
お
よ
び
玉
の
小
櫛
に
つ

い
て
」『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）』
第
四
号
、1951.8.

）
に
お
い
て
、『
美

術
真
説
』『
修
辞
及
華
文
』、
お
よ
び
有
賀
長
雄
『
文
学
論
』、
さ
ら
に
『
新
体
詩
抄
』

本
居
宣
長
『
玉
の
小
櫛
』
が
『
小
説
神
髓
』
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
指
摘
に
対

し
、
い
ず
れ
も
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（pp.246-250

）。

（
3
）�

他
に
菅
谷
論
文
の
よ
う
に
、（
Ｅ
）
説
か
ら
（
Ｇ
）
説
ま
で
を
ひ
っ
く
る
め
て
考

え
る
所
説
も
存
在
す
る
。

（
4
）�

先
行
論
の
榊
祐
一
「「
近
代
詩
」
史
の
出
現
／
或
い
は
『
新
体
詩
抄
初
編
』
の
起

源
化
―
明
治
二
十
年
代
前
半
の
〈
新
体
詩
〉
批
判
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
国
文

研
究
』
第
百
二
十
号
、2002.3.

）、
合
山
林
太
郎
「
漢
詩
改
良
論
―
詩
歌
の
近
代

化
と
漢
詩
―
」（『
國
語
と
國
文
学
』2007.3. 

号
）
で
は
、
明
治
二
十
年
代
に
な
っ

て
『
新
体
詩
抄
』
に
対
す
る
批
判
が
多
く
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
出
版
以

前
か
ら
新
体
詩
に
対
す
る
批
判
は
存
在
す
る
の
で
、
明
治
二
十
年
代
に
多
く
『
新

体
詩
抄
』
批
判
が
ず
れ
込
む
の
は
、『
新
体
詩
抄
』
を
批
判
し
た
所
論
が
掲
載
さ

れ
た
雑
誌
の
発
行
時
期
に
関
係
し
て
い
る
。

（
5
）�

柳
田
泉
『『
小
説
神
髄
』
研
究
』（
明
治
文
学
研
究
２
、
春
秋
社
、1966.

）、
森
田

実
歳
「『
小
説
神
髄
』
に
お
け
る
捃
摭
―
「
小
説
の
変
遷
」
を
中
心
に
し
て
」（『
日

本
文
学
試
論
―
異
国
文
化
の
受
容
と
純
化
―
』明
治
書
院
、1981. 

所
収
。初
出『
国

語
と
国
文
学
』
一
九
七
三
年
五
月
号
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
6
）�

な
お
、
亀
井
論
文
（
第
一
節
の
（
Ｄ
）
論
文
）
に
お
い
て
、
逍
遙
の
時
代
に
演
劇

の
衰
退
は
な
く
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
言
説
を
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
第
二
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
も
、
詩
歌
や
演
劇

が
文
明
社
会
の
「
人
情
」
を
描
写
し
て
い
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ブ

リ
タ
ニ
カ
の
指
摘
と
当
時
の
日
本
の
状
況
が
一
致
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）�

た
だ
、「
財
の
多
少
に
依
り
交
り
の
厚
薄
が
有
る
ハ
人
情
の
常
と
い
ふ
人
が
あ
り

ま
す
が
、」（『
芳
譚
雑
誌
』
二
四
〇
号
、M

.14.11.11.

）、「
一
回
迷
津
に
足
を
容

る
れ
バ
（
女
ハ
―
筆
者
注
）
身
を
忘
れ
溺
れ
沈
む
が
人に
ん
じ
や
う情

に
て
此
情
欲
を
心
し

て
制
す
る
者
ハ
最い
と

稀ま
れ

な
り
」（『
有
喜
世
新
聞
』
一
二
四
〇
号
、M

.15.3.7.

）
と
あ

る
よ
う
に
、「
情
欲
」
の
意
味
と
同
様
に
「
人
情
」
を
用
い
て
い
る
場
合
も
散
見

す
る
。

（
8
）�

さ
ら
に
、『
小
説
神
髓
』
で
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
が
、「and for this purpose, 

the calm
 and ever m

arch of the novel, and the detailed developm
ent 

both of sentim
ent and incident w

hich it allow
s, is found to be 

adm
irably adapted. It is the w

orks of our novelists, therefore, rather 
than our dram

atists, 

」
と
あ
る
「sentim

ent and incident

」
が
、「
人
情

世
態
」
の
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
9
）�『
花
柳
春
話
附
録
』（
リ
ッ
ト
ン
著
、
丹
羽
純
一
郎
訳
、
明
治
十
二
年
四
月
刊
）
に

も
、「
人
情
ヲ
写
出
ス
ル
ノ
類
」
と
あ
る
「
写
出
」
と
「
原
書
ノ
綺
言
麗
語
ヲ
模

写
ス
ル
」
の
「
模
写
」
と
は
意
味
が
異
な
る
。

（
10
）�

明
治
十
八
年
七
月
に
、「
廿
三
日　

長
原
よ
り
維
氏
美
学
二
冊
借
用
す
」（『
幾
む

か
し
』『
坪
内
逍
遙
研
究
資
料
』
第
五
集
、
新
樹
社
、1974. pp.60

）
と
あ
る
。

（
11
）�

な
お
、『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』（M

.19.4.

―9. 

晩
青
堂
）
の
「
緒こ
う
じ
や
う言
」
に
あ
る
「
社
会

ハ
劇
場
な
り
与
論
ハ
人
気
な
り
人
気
よ
く
劇
場
の
趣
を
換
へ
与
論
よ
く
社
会
の
局

面
を
変
ず
」
と
い
う
文
章
に
お
け
る
「
劇
場
」
と
「
社
会
」
の
関
係
は
、
魯
文
の
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「
凡
劇
場
は
天
地
を
縮
収
る
玻ふ
ら
す
こ

瑠
壺
の
如
く
俳は
い
い
う優
は
情
態
を
模
写
す
撮し
ゃ

影し
ん

鏡
き
ょ
う
に
似

た
り
」
と
あ
る
文
章
の
「
劇
場
」
と
「
天
地
を
縮
収
る
玻
瑠
壺
」
の
関
係
に
共
通

し
て
い
る
よ
う
に
、逍
遙
の
タ
ー
ム
に
は
演
劇
論
を
意
識
し
た
言
説
が
存
在
す
る
。

【
附
】�　

な
お
、『
小
説
神
髓
』『
当
世
書
生
気
質
』『
新磨
妹
と
背
か
ゞ
み
』『
内
地

雑
居
未
来
之
夢
』

の
テ
ク
ス
ト
は
、
初
版
本
を
使
用
。
但
し
、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
、
ル
ビ
は
適

宜
省
略
し
た
。


